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○きらめきケアセンター佐用
　TEL：（0790）83－2946　FAX：（0790）83－2920
○きらめきケアセンター上月　
　TEL：（0790）88－0001　FAX：（0790）88－0814
○きらめきケアセンター三日月
　TEL：（0790）79－2994　FAX：（0790）79－2900
○佐用朝霧園
　TEL：（0790）78－8050　FAX：（0790）78－8051

令和５年10月５日発行

216

　９月６日（水）、佐用町社会福祉法人連絡協議会（ほっとかへんネット・佐用）が福祉避難所運営研修を実施しました。
表紙写真は、災害時等に使用する簡易トイレを組み立てている様子です。（２ページに関連記事を掲載）

災害時、福祉施設は避難者をどう迎え入れるのか

福祉避難所運営研修（ほっとかへんネット・佐用）
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町民等からの寄付で集まったベルマークをデイサ

ービス利用者と仕分け、整理が終わったベルマーク

の第一弾を、令和５年９月１１日（月）、佐用小学校

へ寄贈しました。同校は町内で唯一のベルマーク収

集校で、デイサービス利用者を代表して、山下清子さ

んが「学校の勉強に役立ててください」と児童たち

に、整理したベルマークを手渡しました。 

きらめきケアセンター上月では引き続きベルマー

クを集めています。最寄りの社会福祉協議会にお届

けください。 

＜ベルマーク収集活動に関するお問い合わせ＞きらめきケアセンター上月 電話：８８－０００１ 

佐用小学校の児童を代表して、「学習に役立てます」

とベルマークを受け取ってくれました 

きらめきケアセンター上月では、地域との交流活動の一環として、ベルマークを収集・整理し町内でベ

ルマーク収集活動を行っている学校へ寄贈する活動に今年から取り組んでいます。 

打った点字を触って読んでいます 

誘導体験の前に、ハーネスの正しい持ち方を学んでいる

体験希望者の子どもたち 

 

令
和
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年
度
「
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ア
ス
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全
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回
）
を
、
８
月
に
開
催
し
ま
し
た
。
先
月
号
（
社

協
だ
よ
り
215
号
）
で
は
第
１
回
の
手
話
教
室
の
様

子
を
ご
紹
介
し
ま
し
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が
、
第
２
回
・
第
３
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ィ
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ス
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し

ま
す
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第
２
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導
犬
教
室
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憩
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に
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で
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し
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第
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回
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ま
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た
。 
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兵庫県共同募金会 佐用町共同募金委員会 

〒679-5213 佐用町東徳久 1946番地  (佐用町社会福祉協議会内) 

（電話）78-1212（FAX）78-1700（E-mail）info＠sayo-wel.or.ｊｐ 

  今年も１０月１日から、全国一斉に赤い羽根共同募金運動が始まりました。 

  赤い羽根共同募金は、募金額の約８割が町内の福祉活動に、残りの約２割は兵庫県内の 

福祉施設等の助成金や災害時の支援活動等、広域的な福祉の推進に役立てられています。 

  募金活動は、支え合う関係づくりの大切な社会資源となります。 

  支え合い、よりよい社会づくりに、みなさまのご協力をお願いいたします。 

 

 

兵庫県共同募金会 マスコットキャラクター あかはねちゃん 

赤い羽根データベース「はねっと」 http://hanett.akaihane.or.jp 

赤い羽根共同募金のつかいみちをご覧いただけます 

 

＊ 令和 5年度 募金目標額 ＊ 

赤い羽根共同募金        ２,０23,０００円 

地域歳末たすけあい募金  1,004,０００円 

WEB募金  

インターネットで、募金ができます 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 

 
 

募金活動のひとつとして、募金箱募金があります。 

現在、募金箱を設置し、募金活動にご協力いただける事業所・団体等を募集しています。 

なお、ご協力いただいた事業所・団体等は、募金活動終了後の令和 6年１月下旬に佐用町 

社会福祉協議会ホームページにて、『佐用の町を良くする応援団』として事業所・団体名を 

掲載させていただきます。 

  募金活動を通じて地域貢献ができ、事業所・団体等の PRにも繋がります。   

   お申込みやお問い合わせは、佐用町共同募金委員会へお願いいたします。 
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町民ペンリレー（№214） 

Zin
ゼ ン

 Muyar
ム ヤ

 Lwin
ル イ ン

 さん（２８歳） 
（佐用町長尾） 

質問：自己紹介をしてください。 

答え：私はゼンと申します。佐用日本語学校の学生です。 

ミャンマーからまいりました。今は 28歳です。家 

族は 4人です。父、母、私と姉が一人います。 

質問：趣味・特技はなんですか？ 

答え：趣味は世界のいろいろなドラマを見ることです。 

質問：毎日続けていることはありますか？ 

答え：毎日忙しくても 2時間勉強しています。 

質問：最近嬉しかったことはありますか？ 

答え：JLPT（日本語能力試験）の N3を合格したことです。 

質問：最近のマイブームはなんですか？ 

答え：アニメの“ONE PIECE（ワンピース）”を見ることです。 

質問：夢や目標はなんですか？ 

答え：ミャンマーで自分のレストランを経営したいです。 

質問：好きな言葉はありますか？ 

答え：“お願いします”という言葉は大好きです。 

 

 前回の町民ペンリレー 井上 雄健さんからのメッセージ 

「今度ミャンマー料理のつくり方教えてください！」 

☆町内の子育てひろば☆ （原則、１０時～１２時の開放です） 

♪ひまわり  木曜日 南光地域福祉センター     佐用町東徳久１９４６番地 TEL：７８－０８３０ 

♪ひだまり  金曜日 三日月福祉拠点施設      佐用町下本郷６４７番地１ TEL：７９－２９９４ 

日程は社協だよりか、子育てひろば情報誌で確認してください♪ 

この広報紙は共同募金配分金の一部で作られています。 

輪っかを上手に運んでいます 

子育て広場ひだまりでは、親子リトミックを開催しました。 

最初に、音楽に合わせて挨拶をして、その後スカーフや、バランス

ボールや小さいボールを使って体を動かしました。また、フロアにた

くさん並べた大きさの違う輪っかをお母さんと一緒に、輪投げ用の棒

のところまで運んでは入れて、何回も往復しながらすべての輪っかを

棒に入れることができました。次に三種類の大きさの違う輪っかもち

ゃんと大きさに分けてそれぞれの棒に入れることができました。お母

さんと一緒にいっぱい体を動かしてリトミックを楽しんでいました。 

１０月の子育てひろばは、「ひだまり」で自由遊び、「ひまわり」で

親子リトミックがあります。みなさまの参加をお待ちしています。 

佐用町ひまわり祭り 2023に行きました 


